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ホームページからも
閲覧できます 横瀬町議会 検索

紹介します！
町の団体 ⑥ 「横瀬町消防団です！！」

横瀬町消防団は現在 119 名の団員で活動しています。

災害は、いつ・どこで起こるかわかりません。私たちと一緒に、自分たちの手で横瀬町の安心・安全を

守りませんか ! ？　団員随時募集中です。　　　　　　　　　　　　　　　 横瀬町消防団長　若林俊明

新たに選出され

た議長・副議長

の就任あいさつを２ページに、あわ

せて委員会構成を３ページに掲載し

ています。一般質問には４名の議員

が登壇。西武秩父線の存続をめぐる

問題や人口減少、健康増進について

町に考えを聞きました。“議員の視点 ”

に注目してください。

また裏表紙に、議会の情報公開の一

環として、平成 24年度の議長交際

費を、内訳とともに掲載しました。

５
月
臨
時
会
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６
月
定
例
会
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と
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６
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﹁
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﹂
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︑
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新議長・副議長からごあいさつ新議長・副議長からごあいさつ

安心、安全な町づくりを

　

去
る
５
月
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
議
長
に
推
挙

い
た
だ
き
、
誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
。
衷

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
の
責
任

の
重
さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
微
力

な
が
ら
、
本
町
の
発
展
の
た
め
に
誠
心
誠
意
努
力
を

い
た
す
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
以
前
か
ら
私
は
、
秩
父
地
域
の
強
い
協
力

関
係
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た

め
に
は
、
秩
父
地
域
の
各
市
町
間
の
十
分
な
意
思
の

疎
通
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
今
回
の
米
国
の
投
資

会
社
サ
ー
ベ
ラ
ス
の
Ｔ
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
西
武
Ｈ
Ｄ
の
経

営
問
題
（
秩
父
地
域
に
お
け
る
生
命
線
と
も
言
え
る

西
武
秩
父
線
の
廃
止
に
関
わ
る
問
題
）
に
対
し
、
秩

父
地
域
が
一
致
団
結
し
て
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
を
機
に
、
さ
ら
に
秩
父
地
域
の
各
議
会

間
の
交
流
を
図
り
、
各
行
政
機
関
の
「
信
頼
」
の
構

築
に
努
め
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
町
議
会
は
、
執
行
部
と
と
も
に
、
町

民
の
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
、
安
心
安
全
な
町
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
関
係
各
位
の
皆
様
の
ご

協
力
を
心
よ
り
お
願
い
し
、
議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

　

議
員
３
年
目
で
横
瀬
町
議
会
・
副
議
長
に
選
任
い

た
だ
き
、
責
任
の
重
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
の
９
月
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
、
岩
手
県
野
田

村
か
ら
の
震
災
が
れ
き
の
受
け
入
れ
が
12
月
25
日
で

終
了
い
た
し
ま
し
た
。
当
初
予
定
の
「
40
分
の
１
」

の
数
量
で
し
た
が
、
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
に
少
し

で
も
横
瀬
町
が
寄
与
で
き
ま
し
た
の
も
、
住
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
お
陰
で
す
。

　

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

横
瀬
町
も
、
西
武
秩
父
線
の
存
続
問
題
、
子
ど
も

の
安
全
、
高
齢
者
支
援
、
生
活
環
境
整
備
、
観
光
振

興
等
、
課
題
が
山
積
み
で
す
。

　

課
題
解
決
の
た
め
、
非
力
な
が
ら
全
力
で
副
議
長

の
職
に
当
た
る
覚
悟
で
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

副
議
長  

内
藤
純
夫

副
議
長  

内
藤
純
夫

議
長  

関
根　

修

議
長  

関
根　

修

課
題
解
決
の
た
め
、

　
　

全
力
で
副
議
長
の
職
に
努
め
ま
す

秩
父
地
域
が
一
致
団
結
し
、

　
　
　

強
い
協
力
関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
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総務文教厚生常 任
委員会 産 業 建 設常 任

委員会

総務課・まち経営課・税務課・いきいき
町民課・健康づくり課・教育委員会に関
する事項を担当します。

上下水道課・建設課・振興課に関する事
項を担当します。

◎委員長　○副委員長

↑常任委員会は条例により設置

　され、議員は必ずどちらかに

　所属することになっています。
↓その他の委員会や、議会外の

　委員会等は、議員が兼任して

　います。

◎町田勇佐久　○新井鼓次郎

　若林　清平　　若林新一郎

　赤岩　森夫　　富田　能成

若林スミ子　富田　能成

若林　清平

議会運営委員会 秩父広域市町村圏組合議会議員

議会選出監査委員

議会の会期や議事進行について協議します。

兼任

◎若
わ か ば や し す み こ

林スミ子 ◎赤
あ か い わ も り お

岩 森 夫○新
あ ら い こ じ ろ う

井鼓次郎 町
ま ち だ ゆ う さ く

田勇佐久

（後列） （後列）

（前列） （前列）

小
こ い ず み は つ お

泉 初 男 富
と み た よ し な り

田 能 成内
な い と う す み お

藤 純 夫 若
わかばやしせいへい

林 清 平関
せ き ね

根 　 修
おさむ

若
わかばやししんいちろう

林新一郎

大
お お の の ぶ え

野 伸 恵 ○若
わかばやしそういちろう

林想一郎

「西武秩父線などの路線の存続・維持に関する決議」
を埼玉県市議会議長会、埼玉県町村議会議長会の連署で
国土交通省太田大臣宛に藤井審議官へ平成25年5月30日に
提出しました。

路線廃止による地域振興と公共的利益が阻害されないよう西武秩父線などの存続・
維持がはかれるよう、強く決議いたします。

知ってください！ 新たな議会構成で
任期後半へ！！

議会が調査・審査する事項は広範囲にわたるため、担当を分け、それぞれ調査・
審査を行っているのが各委員会。合理的、効率的な審議を行うための仕組みです。

議会が動く！！



平成24年３月定例会
（３月８日・９日・12日・13日 ）

横瀬町議会だより　No.99　 4

住民の足
　西武秩父線を守る！！

 平成 25年
   ５月臨時会（５月17日）
   ６月定例会（６月17日）

議
会
は
こ
こ
に
注
目
、

　
　
　
　
　町
に
聞
き
ま
し
た
！

横
瀬
町
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
条
例

平
成
20
年
に
施
行
さ
れ
、
こ
の
期
間
に
16
件
の
コ
メ
ン
ト
を
募
集

し
、
３
件
の
意
見
し
か
来
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
条
例
中
の

意
見
募
集
期
間
が
30
日
以
上
と
な
っ
て
は
い
る
が
、
応
募
す
る
人
に

と
っ
て
意
見
募
集
期
間
は
ど
う
か
。
こ
の
点
の
見
直
し
は
。

30
日
は
適
当
と
思
い
ま
す
。
わ
か
り
や
す
く
考
え
ま
す
。

地
方
防
災
会
議
の
情
報
収
集
の
文
言
が
削
ら
れ
た
が
、
な
く
な
る

の
は
お
か
し
く
な
い
か
。

災
害
対
策
本
部
に
お
い
て
、
一
元
的
に
行
う
ほ
う
が
効
果
的
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
改
正
し
ま
し
た
。

横
瀬
町
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
条
例
と
は
…
…

町
民
等
の
町
政
へ
の
参
画
機
会
を
提
供
し
、
行
政
運
営
の
透
明
化
と
町
民

等
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し
、
公
平
で
開
か
れ
た
町
政
の
推
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
町
の
基
本
的
な
計
画
な
ど
の
策
定
に
当
た
り
、

広
く
公
表
し
、
町
民
か
ら
の
意
見
を
考
慮
し
町
の
意
思
決
定
を
行
う
た
め
の

条
例
で
す
。

　住
民
主
体
・
住
民
協
働
の
ま
ち
の
た
め
に
は
、
大
い
に
活
用
し
て
い
き
た

い
条
例
で
す
。
私
た
ち
の
横
瀬
町
で
す
。
広
報
紙
等
で
見
た
ら
提
案
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

横
瀬
町
町
長
等
の
給
料
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
条
例

町
長
等
三
役
の
給
料
の
特
例
は
平
成
19
年
度
に
既
に
特
例
で
減
額

さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
も
実
施
す
る
の
は
、
特
例
の
適
用
を
受
け
る

職
員
と
同
じ
に
実
施
し
た
い
か
ら
か
。

そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
特
例
を
実
施
し
な
い
場
合
、
本
町
の
交
付
税
は
減
額
等
影
響

を
受
け
る
の
か
。

交
付
税
に
は
影
響
し
ま
せ
ん
。

横
瀬
町
職
員
の
給
料
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
条
例
と
は
…
…

我
が
国
の
厳
し
い
財
政
状
況
及
び
東
日
本
大
震
災
へ
の
対
処
に
、
一
層
の

歳
出
削
減
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
、
国
家
公
務
員
の
給
与
の
改
定
並
び

に
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
国
家
公
務
員
の
給
与
減
額
支
給
措
置

を
踏
ま
え
た
国
の
要
請
に
よ
り
、
職
員
の
給
料
の
支
給
額
を
減
額
す
る
臨
時

特
例
を
定
め
ま
し
た
。

　「
日
本
再
生
」
に
向
け
、
国
と
地
方
が
一
丸
と
な
っ
て
あ
ら
ゆ
る
努
力
を

結
集
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
平
成
25
年
度
に
限
っ
て
給
料
減
額
支
給
措
置

に
取
り
組
む
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
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提出議案と議決結果
５月臨時会
選挙
議長・副議長
秩父広域市町村圏組合議会議員の選挙

専決処分の承認
専決処分の承認を求めることについて

（横瀬町税条例の一部を改正する条例）　　　 

条例を一部改正しました
横瀬町証人等の実費弁償に関する条例

横瀬町国民健康保険税条例　　　　  以上すべて

６月定例会
平成 24年度の報告がされました
有限会社果樹公園あしがくぼの経営状況について
一般会計繰越明許費繰越計算書

平成 25年度  会計予算を補正しました
一般会計（１回目）　　　　　　　　　　　 

人事案件

人権擁護委員候補者の推薦（村越久雄氏）　  

条例を制定しました
横瀬町新型インフルエンザ等対策本部条例
横瀬町長等の給料の臨時特例に関する条例
横瀬町職員の給料の臨時特例に関する条例

　　　　　　　　　　　　　　　　以上すべて

条例を一部改正しました
横瀬町パブリックコメント手続条例
横瀬町防災会議条例及び横瀬町災害対策本部条例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 以上すべて

提出議案と議決結果
５月臨時会
選挙選挙
議長・副議長
秩父広域市町村圏組合議会議員の選挙

専決処分の承認専決処分の承認
専決処分の承認を求めることについて

年間をとおしてイベントもたく

さん計画されています。

「いわざくら館」では、農産物

加工場でつくられたパンなどを

販売しています。

　道
の
駅
﹁
果
樹
公
園
あ
し
が
く
ぼ
﹂
は
、

平
成
16
年
の
オ
ー
プ
ン
以
来
10
年
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
販
売
促
進
施
設

︵
い
わ
ざ
く
ら
館
︶・
食
材
供
給
施
設
︵
水

辺
の
カ
フ
ェ
︶
の
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
て
、

10
周
年
記
念
の
式
典
が
、
平
成
25
年
４
月

20
日
に
町
長
を
初
め
来
賓
の
方
々
を
迎
え

て
盛
大
に
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　整
備
さ
れ
た
﹁
い
わ
ざ
く
ら
館
﹂
で
は
、

主
に
農
産
物
加
工
場
で
つ
く
ら
れ
た
パ
ン

な
ど
を
中
心
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

　水
辺
の
カ
フ
ェ
で
は
地
元
農
家
が
中
心

と
な
り
、
紅
茶
、
カ
エ
デ
の
樹
液
を
利
用

し
た
特
産
品
の
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
農
家
の
活
性
化
と
、
道
の
駅
の
販
売

促
進
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。　年

間
を
通
し
て
イ
ベ
ン
ト
も
た
く
さ
ん

計
画
さ
れ
て
お
り
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん

も
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

　町
民
の
皆
さ
ん
も
お
気
軽
に
利
用
さ
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

応援レポート！

道の駅「果樹公園あしがくぼ」

祝 10 周年

横
瀬
町
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
条
例

平
成
20
年
に
施
行
さ
れ
、
こ
の
期
間
に
16
件
の
コ
メ
ン
ト
を
募
集

し
、
３
件
の
意
見
し
か
来
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
条
例
中
の

意
見
募
集
期
間
が
30
日
以
上
と
な
っ
て
は
い
る
が
、
応
募
す
る
人
に

と
っ
て
意
見
募
集
期
間
は
ど
う
か
。
こ
の
点
の
見
直
し
は
。

30
日
は
適
当
と
思
い
ま
す
。
わ
か
り
や
す
く
考
え
ま
す
。

地
方
防
災
会
議
の
情
報
収
集
の
文
言
が
削
ら
れ
た
が
、
な
く
な
る

の
は
お
か
し
く
な
い
か
。

災
害
対
策
本
部
に
お
い
て
、
一
元
的
に
行
う
ほ
う
が
効
果
的
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
改
正
し
ま
し
た
。

横
瀬
町
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
条
例
と
は
…
…

町
民
等
の
町
政
へ
の
参
画
機
会
を
提
供
し
、
行
政
運
営
の
透
明
化
と
町
民

等
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し
、
公
平
で
開
か
れ
た
町
政
の
推
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
町
の
基
本
的
な
計
画
な
ど
の
策
定
に
当
た
り
、

広
く
公
表
し
、
町
民
か
ら
の
意
見
を
考
慮
し
町
の
意
思
決
定
を
行
う
た
め
の

条
例
で
す
。

　住
民
主
体
・
住
民
協
働
の
ま
ち
の
た
め
に
は
、
大
い
に
活
用
し
て
い
き
た

い
条
例
で
す
。
私
た
ち
の
横
瀬
町
で
す
。
広
報
紙
等
で
見
た
ら
提
案
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

横
瀬
町
町
長
等
の
給
料
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
条
例

町
長
等
三
役
の
給
料
の
特
例
は
平
成
19
年
度
に
既
に
特
例
で
減
額

さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
も
実
施
す
る
の
は
、
特
例
の
適
用
を
受
け
る

職
員
と
同
じ
に
実
施
し
た
い
か
ら
か
。

そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
特
例
を
実
施
し
な
い
場
合
、
本
町
の
交
付
税
は
減
額
等
影
響

を
受
け
る
の
か
。

交
付
税
に
は
影
響
し
ま
せ
ん
。

横
瀬
町
職
員
の
給
料
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
条
例
と
は
…
…

我
が
国
の
厳
し
い
財
政
状
況
及
び
東
日
本
大
震
災
へ
の
対
処
に
、
一
層
の

歳
出
削
減
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
、
国
家
公
務
員
の
給
与
の
改
定
並
び

に
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
国
家
公
務
員
の
給
与
減
額
支
給
措
置

を
踏
ま
え
た
国
の
要
請
に
よ
り
、
職
員
の
給
料
の
支
給
額
を
減
額
す
る
臨
時

特
例
を
定
め
ま
し
た
。

　「
日
本
再
生
」
に
向
け
、
国
と
地
方
が
一
丸
と
な
っ
て
あ
ら
ゆ
る
努
力
を

結
集
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
平
成
25
年
度
に
限
っ
て
給
料
減
額
支
給
措
置

に
取
り
組
む
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
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「４名の議員が、町に考えを聞きました」

西
武
秩
父
線
は
横
瀬
町
、
秩
父

地
域
に
お
い
て
、
通
勤
・
通
学
・

観
光
客
誘
致
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
必

要
な
鉄
道
路
線
で
あ
る
が
、
今
、
廃
線

の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。

　

議
会
は
、
４
月
３
日
に
「
西
武
秩
父

線
の
存
続
・
維
持
を
求
め
る
決
議
」
を

全
員
賛
成
で
可
決
し
た
が
、
西
武
秩
父

線
の
存
続
の
た
め
に
、
町
は
ど
の
よ
う

な
行
動
を
と
っ
て
き
た
の
か
。
及
び
、

現
状
と
存
続
に
向
け
て
の
今
後
の
計
画

を
伺
う
。ま

ち
経
営
課
長
…
西
武
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
・
西
武
鉄
道
に
対

し
て
、
秩
父
線
存
続
の
要
望
書
を
秩
父

地
域
の
１
市
４
町
・
飯
能
市
・
日
高
市

が
提
出
し
、
西
武
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

後
藤
社
長
よ
り
「
社
会
的
使
命
を
帯
び

て
い
る
企
業
と
し
て
、
地
域
の
要
望
を

重
く
受
け
止
め
る
。
路
線
存
続
に
向
け

て
、
全
力
で
取
り
組
む
」
と
の
コ
メ
ン

ト
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
参
議
院
の
予
算
委
員
会
で
の

質
疑
で
も
安
倍
首
相
が
「
西
武
秩
父
線

な
ど
は
、
地
元
の
通
勤
・
通
学
の
重
要

な
足
で
あ
り
、
安
心
で
安
全
な
輸
送
が

で
き
る
よ
う
注
視
し
て
い
き
た
い
」
と

発
言
し
て
い
ま
す
。

　

上
田
埼
玉
県
知
事
も
、
埼
玉
県
選
出

の
国
会
議
員
全
員
に
、
西
武
秩
父
線
存

続
に
協
力
す
る
よ
う
親
書
を
送
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、「
西
武
秩
父
線
利
用
促
進
協

議
会
」
な
ど
も
立
ち
上
が
っ
て
お
り
、

町
と
し
て
も
、
よ
り
一
層
の
危
機
感
を

持
っ
て
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し
、
西

武
秩
父
線
の
利
用
促
進
を
考
え
て
い
き

ま
す
。

そ
の
他

・
観
光
協
会
の
独
立
に
つ
い
て

・
秩
父
郡
市
と
の
観
光
連
携
に
つ
い
て

・
少
子
高
齢
化
対
策
に
つ
い
て

を
質
問
し
ま
し
た
。

人
口
減
少
を
想
定
し
て
手
を

打
っ
た
と
こ
ろ
が
生
き
残
れ
る

と
思
う
。町
は
ど
う
手
を
打
っ
て
い
け
ば

よ
い
と
考
え
る
か
。

ま
ち
経
営
課
長
…
人
と
人
の
つ

な
が
り
の
あ
る
住
み
よ
い
地
域

に
な
り
、
町
民
が
健
康
で
過
ご
す
こ
と
、

特
に
高
齢
者
が
健
康
で
あ
る
こ
と
を
考

え
て
い
ま
す
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
の
町

の
設
計
図
を
考
え
、
手
を
打
つ

べ
き
部
署
が
必
要
と
考
え
る
が
、
設
置

は
し
な
い
の
か
。
ま
た
予
定
さ
れ
て
い

る
横
瀬
中
学
校
Ｂ
棟
の
改
築
に
際
し
て

は
、
多
機
能
化
が
よ
い
と
思
う
が
、
ど

う
か
。

町
長
…
町
の
形
態
を
変
え
て
い

く
こ
と
や
、
行
政
施
設
の
集
中

化
と
利
便
性
の
付
加
が
求
め
ら
れ
て
く

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
現
段
階
で
は
、

可
能
性
や
課
題
な
ど
研
究
す
る
時
期
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

教
育
次
長
…
横
瀬
中
学
校
に
つ
い
て
は
、

人
口
の
推
移
や
学
級
編
成
基
準
の
動
向

を
見
き
わ
め
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

西
武
秩
父
線
存
続
に
つ
い
て
、

西
武
鉄
道
頼
み
で
は
な
く
、
自

分
た
ち
・
地
元
が
主
体
で
頑
張
っ
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、

乗
客
増
員
の
た
め
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

熊
本
の
く
ま
モ
ン
の
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
に

西
武
線
を
利
用
し
た
ブ
コ
ー
さ
ん
の
活

用
は
ど
う
か
。

ま
ち
経
営
課
長
…
利
用
促
進
協

議
会
な
ど
で
遠
足
利
用
促
進
等

の
対
策
を
考
え
て
い
ま
す
。
ブ
コ
ー
さ

ん
に
つ
い
て
は
検
討
し
ま
す
。

議
員
の
一
般
質
問
に
対
す
る
回

答
後
の
事
後
処
理
は
「
済
み
」

な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
整
理
し
て
い

る
の
か
。総

務
課
長
…
担
当
課
所
に
お
い
て

整
理
・
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
全

体
の
一
覧
表
な
ど
は
作
成
し
て
い
ま
せ
ん
。

内な
い
と
う
す
み
お

藤
純
夫
議
員
が
聞
く
！

大お

お

の

の

ぶ

え

野
伸
恵
議
員
が
聞
く
！

秩
父
線
存
続
の
た
め
、

今
後
の
計
画
は

人
口
減
少
時
代
に
向

け
て
、
町
の
打
つ
手
は

  

一
般
質
問
の
記
事
は
、
紙
面
の
都
合
上
、
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
　
　全
文
は
、
図
書
館
に
設
置
さ
れ
て
い
る
会
議
録
の
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。「
横
瀬
町
議
会

　議
事
録
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。
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町
民
の
健
康
増
進
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
女
性
特
有
の
乳

が
ん
検
診
率
の
現
状
と
今
後
の
課
題
は

い
か
が
か
。

健
康
づ
く
り
課
長
…
町
で
は
平

成
21
年
か
ら
40
歳
・
45
歳
・
50
歳
・

55
歳
・
60
歳
と
検
診
率
を
上
げ
る
た
め

に
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し
、
啓
発

し
て
い
ま
す
。
県
の
受
診
率
に
近
い
、

14
・
７
％
の
方
が
受
診
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
受
診

率
ア
ッ
プ
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
の
足
確
保
の
た
め
の
ブ

コ
ー
さ
ん
号
運
行
に
つ
い
て
、

昨
年
10
月
か
ら
試
験
運
行
を
し
て
い
る

が
利
用
状
況
は
。
ま
た
、
利
用
者
の
声

を
伺
う
。健

康
づ
く
り
課
長
…
利
用
目
的

は
、
買
い
物
と
通
院
を
合
わ
せ

て
半
数
で
、
ほ
か
は
友
人
と
会
う
た
め

等
で
す
。
曜
日
は
、
金
曜
日
の
利
用
が

一
番
多
く
、
コ
ー
ス
別
で
は
、
昼
前
後

の
利
用
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

利
用
者
の
方
々
の
声
で
、
時
刻
表
の

見
方
が
わ
か
ら
な
い
、
目
的
地
ま
で
の

道
の
り
が
長
い
等
、
不
便
な
点
も
多
少

あ
り
ま
し
た
が
、
お
お
む
ね
良
好
に
事

業
展
開
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
大
き
な
改
善
点
は
見
受

け
ら
れ
る
か
。

健
康
づ
く
り
課
長
…
本
年
７
月

よ
り
利
用
者
の
声
を
参
考
に
時

刻
表
や
路
線
の
工
夫
を
し
て
、
運
行
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

西
武
秩
父
線
問
題
は
、
サ
ー
ベ

ラ
ス
を
封
じ
て
終
わ
れ
る
問
題

で
は
な
く
、
路
線
を
守
り
抜
く
た
め
に

は
中
長
期
的
に
腰
を
据
え
た
対
応
が
必

要
と
考
え
る
。
今
の
人
口
推
計
で
は
、 

２
０
３
５
年(

今
か
ら
22
年
後)

に
秩

父
郡
市
の
人
口
は
、
約
3
万
人
減
少
し
、

8
万
人
弱
に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て

い
る
。
現
在
の
秩
父
地
域
の
規
模
で
も

西
武
秩
父
線
の
収
支
が
厳
し
い
と
す
る

と
、
将
来
は
も
っ
と
厳
し
く
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
将
来
の
西
武
の
経
営

陣
や
株
主
が
、(

サ
ー
ベ
ラ
ス
ほ
ど
極
端

で
な
い
に
し
て
も)

採
算
度
外
視
で
ず
っ

と
路
線
を
維
持
し
て
く
れ
る
保
証
は
ど

こ
に
も
な
い
。

　

路
線
の
利
用
促
進
策
に
加
え
て
、
西

武
グ
ル
ー
プ
や
国
、
国
土
交
通
省
と
の

パ
イ
プ
を
太
く
す
る
こ
と
、
人
口
対
策

に
も
通
じ
る
中
長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
、

ま
ち
お
こ
し
等
を
計
画
的
に
目
標
を
定

め
て
や
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
、

い
か
が
か
。

町
長
…
Ｔ
Ｏ
Ｂ
を
巡
る
問
題

は
、
地
方
の
と
い
う
よ
り
、
国

の
問
題
と
考
え
ま
す
。
自
由
化
の
政
策

を
優
先
さ
せ
る
限
り
こ
う
い
う
問
題
は

必
ず
出
て
く
る
の
で
、
個
人
的
に
は
、

公
共
性
を
伴
う
事
業
に
つ
い
て
は
、
今

回
の
サ
ー
ベ
ラ
ス
の
よ
う
な
動
き
を
違

法
化
す
る
方
策
等
が
必
要
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

要
望
は
し
っ
か
り
受
け
と
め
ま
す

が
、
国
と
の
パ
イ
プ
に
関
し
て
は
、
町

が
対
等
に
直
接
と
い
う
わ
け
に
は
い
か

な
い
の
で
、
あ
く
ま
で
県
と
連
携
し
て

い
き
ま
す
。

若わ
か
ば
や
し林
スす

み

こ

ミ
子
議
員
が
聞
く
！

富と
み
た
よ
し
な
り

田
能
成
議
員
が
聞
く
！

健
康
増
進
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

西
武
秩
父
線
問
題
に

つ
い
て

横瀬駅

  

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
政
策
提
言
も
含
め
て
町
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
す
る
も
の
で
す
。
質
問
し
た
い
議
員
は
、
事
前
に
「
こ
う
い
う
質
問
を
し
ま
す
」
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
「
通
告
書
」

　
　
　を
提
出
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
横
瀬
町
の
本
会
議
一
般
質
問
の
持
ち
時
間
は
、
原
則
１
人
１
時
間
以
内
で
す
。



次の議会は９月中旬
に開かれる予定です

。

みなさんの代表である議
員の「生の声」をぜひ聞

き

に来てください。詳しい日
程は、ホームページまたは

議会事務局（TEL 25-0119
）までお問い合わせくださ

い。

次の議会は９月中旬
に開かれる予定です

。

みなさんの代表である議
員の「生の声」をぜひ聞

き

議会を傍聴しません
か？
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委 員 長  新井鼓次郎

副委員長 若林スミ子

委　　員 赤岩　森夫

委　　員 若林想一郎

委　　員 大野　伸恵

委　　員 内藤　純夫

「私たちが編集しています！」
議会だより編集委員会

30件、合計13万2,000円を支出しました。
（平成 24年４月～ 25 年３月）

16 日 横瀬町老人クラブ連合会総会会費 3,000 円
21 日 小鹿野春まつり観光懇談会会費 3,000 円
28 日 横瀬町婦人会総会会費 3,000 円

18 日 横瀬町消防団歓送迎会会費 7,000 円
23 日 横瀬町商業連盟懇親会会費 2,000 円

7 日 秩父商工会議所平成 24 年度通常議員
総会懇親会会費 10,000 円

11 日 横瀬町観光協会懇親会会費 3,000 円

10 日 2012年原水爆禁止国民平和大行進賛助金 3,000 円

10 日 横瀬観光ぶどう組合開園式会費 3,000 円
10 日 ちちぶ定住自立圏関係者懇親会会費 6,000 円
14 日 秩父音頭まつり会費 5,000 円
15 日 長瀞船玉まつり会費 5,000 円

14 日 龍勢観光祭会費 2,000 円
25 日 元町議会議員香典 10,000 円
25 日 元町議会議員花環代 5,000 円

15 日 横瀬町老人クラブ連合会米寿喜寿祝
賀会会費 3,000 円

18 日 第 19 回ちちぶ荒川新そばまつり会費 2,000 円
25 日 平成 24 年度横瀬町菊花展表彰式会費 1,000 円
29 日 2012 年 年末救援統一募金 3,000 円

４月

５月

６月

７月

８月

10月

11 月

　サ
ー
ベ
ラ
ス
を
和
訳

す
る
と
﹃
地
獄
の
番
犬
﹄

と
な
る
そ
う
で
す
。
外

資
系
フ
ァ
ン
ド
は
、
出
資
者

の
た
め
に
利
益
を
と
こ
と
ん

追
求
し
、
儲
け
る
こ
と
は
何

で
も
や
り
ま
す
。
油
断
は
で

き
ま
せ
ん
。

　西
武
秩
父
線
の
廃
線
を
、

サ
ー
ベ
ラ
ス
が
提
案
す
る
と
い
う
報
道

が
あ
り
ま
し
た
。

　議
会
は
４
月
に
臨
時
会
を
開
き
、
西

武
秩
父
線
の
存
続
・
維
持
を
求
め
る
決

議
を
可
決
し
、
関
係
機
関
に
強
く
要
望

し
て
お
り
ま
す
。

　西
武
秩
父
線
は
、
私
た
ち
の
日
常
生

活
の
ほ
か
、
地
域
振
興
に
き
わ
め
て
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
、
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
公
共
交
通
機
関
で
す
。

　存
続
の
た
め
に
、
車
の
利
用
ば
か
り

で
は
な
く
、
積
極
的
な
鉄
道
路
線
の
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。︵  

 

Ｋ
・
Ａ
︶

　
15 日 横瀬町老人クラブ連合会米寿喜寿祝

賀会会費 3,000 円
18 日 第 19 回ちちぶ荒川新そばまつり会費 2,000 円
25 日 平成 24 年度横瀬町菊花展表彰式会費 1,000 円
29 日 2012 年 年末救援統一募金 3,000 円

3 日 秩父夜祭観光祭懇談会会費 2,000 円
13 日 秩父地方報道連盟主催年末懇談会会費 10,000 円
14 日 横瀬町消防団役員忘年会会費 7,000 円
20 日 秩父地域議長会懇親会会費 2,000 円

7 日 横瀬町消防団・横瀬町消防支援隊と
の懇親会会費 6,000 円

7 日 平成 25 年 新年初顔合わせの会（秩
父商工会議所）会費 1,000 円

17 日 平成 25 年ＪＡちちぶ新年祝賀会会費 5,000 円
27 日 平成 25 年秩父郡市菊花連盟新年会会費 5,000 円
28 日 平成 25 年横瀬町観光協会新年会会費 3,000 円

15 日 横瀬町消防団・横瀬町消防支援隊と
の交流会会費 6,000 円

26 日 秩父地域定住自立圏関係者懇親会会費 6,000 円

１月

２月

３月

12月

平成24年度  議長交際費
こんな使い方をしています。

４月４月４月４月４月

平成


